
　2020 年 6 月 3 日、日本 WHO 協会・
生産技術振興協会の第 2 回ジョイント
セミナーとして第 9 回関西グローバル
ヘルスの集いを開催しました。関西グロ
ーバルヘルスの集いは、2019 年から奇
数月の第 1 水曜日に大阪市本町にて開
催してきました。しかし、COVID-19 の
感染拡大を受け、face to face で集まる
ことができなくなったため、5・6・7
月は日本 WHO 協会・生産技術振興協
会ジョイントセミナーとして YouTube
ライブ配信を行いました。第２回は 5
月 25 日に全国で緊急事態宣言が解除さ
れた翌週に行われました。徐々に人々の
往来は増えつつあるものの感染拡大の懸
念が残る中でのオンライン開催です。な
お、 第 １ 回 の 詳 細 は、 目 で 見 る
WHO2020 年夏号をご参照ください。

「だれひとり取り残されな
い！」
　今回のテーマは、「だれひとり取り残
されない！」です。ファシリテーターの
中村安秀氏（日本 WHO 協会理事長）
が趣旨説明を行った後、SDGs、在日外
国人、シンガポール、香港およびイギリ
スの現状について話題を提供いただきま
した。
　まず、『だれひとりとり残されない！
SDGs の理念はいまどこに？』と題し、
安田直史氏（近畿大学、日本 WHO 協
会理事）にご登壇いただきました。
MDGs で世界の絶対貧困率は、数値的
には改善したものの、それは平均値の数
値的な改善のみであり、それだけに目を
向けると、マイノリティは取り残されが
ちになるという課題が残りました。

SDGs ではこの流れを引き継ぎ、「誰ひ
とり取り残されない」を理念とし在日外
国人や少数民族、障害者や貧困家庭とい
った取り残されがちな人々にも目を向け
ることの必要性を訴えています。アメリ
カでは黒色人種の COVID-19 感染率が
高 く な っ て い ま す。2019 年 8 月、
SDGs のポスターは若干修正され、「我
々が住む世界を違う形に作り替える（17 
G O A L S  T O  T E A N S F O R M  O U R 
WORLD）」という言葉は記載されなく
なりました。しかし、このコロナ禍をチ
ャンスととらえ、今こそ誰ひとり取り残
されない世界に作り替えることの必要性
が訴えられました。
　続いて、『日本で暮らす外国人のいま』
と題し、小島祥美氏（愛知淑徳大学）に
ご登壇いただきました。外国人住民は
2019 年末現在で過去最高の約 293 万
人となりました。2 月に入ると、日本国
内でもコロナ禍で外国人労働者の派遣切
りや雇用止めが起こり、3 月には多言語
対応相談会や外国人コミュニティ、教会
で食糧支援が行われました。厚生労働省
のホームページ等、徐々に多言語での情
報発信が行われるようになりました。外
国人の子どもは就学義務の対象外であり、
学校に通っていない子どもは約 2.2 万人
といわれています。外国人学校は学校保
健安全法の適用外扱いであることから、
そこに通う子供たちは健康診断等を受け
られない場合があります。だれひとり取
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り残されないために、平時に可視化され
ない子供たちの就学と健康を取り残さな
い取り組みが重要であると訴えられまし
た。
　その後、『シンガポールの外国人労働
者』と題し、林啓一氏（ラッフルズジャ
パニーズクリニック）にご登壇いただき
ました。COVID-19 の流行下、シンガ
ポールでは首相や外務大臣が、海外にい
るシンガポール人やシンガポール国内の
外国人労働者も含め、誰ひとり取り残さ
ないと語った動画をご紹介いただきまし
た。シンガポールは当初 COVID-19 患
者の発生を抑制できていましたが、3 月
末から行動を追跡できない症例が増え、
外国人労働者の寮でクラスターが発生し
ました。個人用防護具は政府から支給さ
れた等、医療現場の最前線における現状
もご紹介いただきました。アーティスト
でもある医師が、外国人労働者の寮で多
言語による情報提供を行ったり、ロボッ
トが施設内で薬を配布する等、様々な工
夫もされているとのことでした。政府や
企業のトップが給与を返す等、シンガポ
ールにおけるリーダーシップとフォロワ
ーシップの素晴らしさを垣間見ました。
　最後に、『イギリスの新型コロナウィ
ルス対策』と題し、村松成一氏（ロンド
ン医療センター：ロンドン）・伊原鉄二
郎氏（ロンドン医療センター：香港診療
所）にご登壇いただきました。伊原氏か
らは香港における COVID-19 の感染状
況をご紹介いただきました。香港では
COVID-19 感染者の死者は極めて少なく、
理由として SARS の経験から感染症に対
する市民の意識が高いことによると推測
されているとのことでした。村松氏から
はイギリスの現状等についてお話いただ
きました。ロンドン医療センターは、イ
ギリスの日系病院では初めての試みとし
て遠隔診療を展開し、イギリスに滞在す
る多くの邦人患者に対応されたそうです。
さらに、スタッフの人数が限られる中で
も 24 時間サービスを維持されたとのこ
とです。イギリスでも COVID-19 重傷
者の 35％は黒色人種または他の少数人
種であることから、COVID-19 の感染

拡大は公衆衛生の問題であると同時に社
会福祉の問題であるとされています。ロ
ックダウンによる家庭内暴力や虐待の増
加に対し、イギリス政府は、慈善団体や
男性・女性・LGBT のヘルプラインに多
額の予算を拠出しているとのことでした。
　このような大変充実した話題提供の後、
YouTube のコメント欄にいただいた質
問への回答とまとめを行い終了しました。

2 回目のオンライン開催
　今回のセミナーは、広報を行った期間
が 10 日程しかありませんでした。しか
し、わずかな期間に 736 名の方にお申
込みいただき、当日の総視聴回数は
700 以上でした。前回同様、大阪を含
む関西のみならず日本各地、さらにタイ
やベトナム、イギリス等、国からご参加
いただきました。話題提供者に香港やシ
ンガポールからご登壇いただいて現場の
生の声を伺えたことは、オンラインだか
らこそできた取り組みです。開催後間も
なく申込者にアンケートを送付し、記憶
に新しいうちに様々な感想をいただきま
した。以下、参加者からの感想の一部を
ご紹介します。
・自分自身、気付いていなかった問題点
を改めて振り返ることができました。「日
本に暮らす様々な国や文化にルーツを持
つ人々が取り残されることなのない」と
いうことは、全ての人が暮らしやすい国
になるんだと感じました。また、海外の

政策や取り組みを正確に把握することで、
日本を客観的に見ることが大事だと思い
ました。（以下略）
・国内の在留外国人家庭の教育問題や、
海外在住の複数の先生からの刻々と変化
す る 各 地 の 状 況 と そ の 対 策 な ど、
COVID-19 により顕在化した幅広い分野
のお話が、素晴らしい演者の先生方から
直接うかがえるのは、Webinar ならで
はですし、貴協会にしかできない素晴ら
しい企画だと思いました。（以下略）

　最後になりましたが、第 9 回関西グ
ローバルヘルスの集いにご参加いただき
ました皆様をはじめ、登壇者、関係者の
方々、ありがとうございました。今回の
YouTube ライブ配信の映像は公開して
いませんが、プレゼン資料の一部は日本
WHO 協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ https://
j a p a n - w h o . o r . j p / a b o u t - u s /
notice/2006-21/　（QR コードからも
アクセス可能）に掲載されております。
どうぞご活用ください。　

写真１　関係者集合写真

プレゼン資料QRコード
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